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市立図書館
  し  りつ     と  しょ  かん

立野台コミュニティセンター
たつ    の   だい

新田宿グラウンド
しん  でんじゅく

富士山公園
  ふ     じ    やま こう  えん

東地区文化センター
ひがし ち    く    ぶん   か

ＪＲ相武台下駅
ジェーアール そう   ぶ    だい した  えき

ＪＲ入谷駅
ジェーアール いり   や   えき

座間駅
  ざ     ま   えき

公民館
こう  みん かん

座間市民球場
  ざ　  ま     し   みんきゅうじょう

相武台前駅
そう   ぶ     だい  まえ えき

市民体育館
  し   みん たい  いく  かん

リサイクルプラザ

かしわ台駅
　　　　　　　  だい えき

座間郵便局
  ざ     ま   ゆう  びんきょく

総合福祉センター
そう ごう  ふく   し

相模川グラウンド
  さ が み   がわ

芹沢公園
せり  ざわ  こう  えん

青少年センター
せいしょうねん

東原コミュニティセンター
ひがしはら

栗原コミュニティ
センター

くり  はら

東分署
ひがしぶんしょ

かにが沢公園
　　　　　　　　　　さわ こう えん

県立座間谷戸山公園
けん りつ     ざ    ま      や     と   やま  こう  えん

【
文
・
絵

　作
者
紹
介
】

　

浅
野
寛
は
座
間
市
教
育
委
員
会
教
育
研
究
所
に
勤
務
し
、
大
矢
弥
市
に
関
す
る

資
料
を
調
べ
、
今
回
の
文
章
を
執
筆
し
た
。
有
山
周
一
は
元
座
間
市
内
小
学
校
の

校
長
で
、
挿
絵
を
担
当
し
た
。

西
暦

和
暦

年
齢

で
き
ご
と

時
代
背
景

一
八
〇
四
年

一
八
三
四
年

一
八
五
〇
年

一
八
五
一
年

一
八
五
三
年

一
八
五
四
年

一
八
六
一
年

一
八
六
二
年

一
八
六
九
年

一
八
七
二
年

一
八
七
三
年

一
八
七
七
年

一
八
七
九
年

一
九
一
三
年

一
九
五
〇
年

一
九
七
三
年

文
化
元
年

天
保
五
年

嘉
永
三
年

嘉
永
四
年

嘉
永
六
年

安
政
元
年

文
久
元
年

文
久
二
年

明
治
二
年

明
治
五
年

明
治
六
年

明
治
十
年

明
治
十
二
年

大
正
二
年

昭
和
二
五
年

昭
和
四
八
年

０
歳

０
歳

46
歳

47
歳

49
歳

19
歳

50
歳

57
歳

28
歳

35
歳

38
歳

39
歳

43
歳

45
歳

79
歳

五
代
目
大
矢
弥
市
生
ま
れ
る
。

七
代
目
大
矢
弥
市
生
ま
れ
る
。

五
代
目
、
浦
賀
に
米
仲
買
の
店
を
出
す
。

五
代
目
の
御
囲
米
な
ど
の
寄
付
が
浦
賀
奉
行
所
に
許

さ
れ
る
。

六
月
、
ペ
リ
ー
来
航
。
五
代
目
、
御
囲
米
を
警
備
の

武
士
に
配
る
。

七
代
目
、
江
戸
の
至
誠
堂
で
勉
学
に
励
む
。

一
月
、
ペ
リ
ー
再
来
航
。
五
代
目
、
御
囲
米
を
警
備

の
武
士
に
配
る
。
が
終
わ
り
、
下
田
、
函
館
の
二
港

が
開
港
。

五
代
目
、
亡
く
な
る
。

栗
原
村
に
郷
学
校

　誠
志
館
が
開
校
。

協
同
学
舎
と
し
て
郷
学
校
再
開
。

学
制
発
布
に
よ
り
協
同
学
舎
、
廃
校
と
な
る
。

協
同
学
舎
、
小
学
校
と
な
る
。

栗
原
学
校
に
校
名
変
更

洋
風
校
舎
が
専
福
寺
境
内
に
完
成
。

七
代
目
、
亡
く
な
る
。

座
間
小
学
校
か
ら
独
立
、
座
間
町
立
第
二
小
学
校
と

し
て
現
在
地
の
新
築
校
舎
に
移
転
。

校
名
が
座
間
市
立
栗
原
学
校
と
な
る
。

一
八
五
三
六
月
、
ペ
リ
ー
、
軍

艦
を
率
い
浦
賀
沖
に
来
航
。

一
八
五
四

　日
米
和
親
条
約
が

結
ば
れ
鎖
国

一
八
五
八
日
米
修
好
条
約
が
結

ば
れ
る

一
八
五
九
日
米
修
好
条
約
に
よ

り
横
浜
港
他
が
開
港
、
他
の
外

国
と
も
貿
易
が
始
ま
る
。

一
八
六
〇

　桜
田
門
外
の
変
。

井
伊
直
弼
、

水
戸
藩
浪
士
に
暗
殺
さ
れ
る
。

一
八
六
八

　江
戸
城
無
血
開
城
、

改
元
し
明
治
と
な
る
。

一
八
七
二

　学
制
発
布
、
近
代

教
育
が
は
じ
ま
る
。

一
九
四
五

　第
二
次
世
界
大
戦

終
わ
る
。

一
九
四
八

　座
間
町
、
相
模
原

町
か
ら
独
立
。

座間市地図

大矢弥市（泰臨：七代目）

大矢弥市家

113弥市、黒船を見て学校を作る

郷
学
校

江
戸
時
代
の
郷
学
校
は
、
藩

主
や
地
方
の
有
力
者
な
ど
に

よ
っ
て
各
地
に
作
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
教
師
が
寺

子
屋
で
学
ぶ
内
容
よ
り
も
や

や
高
い
レ
ベ
ル
の
漢
字
・
歴

史
な
ど
を
教
え
、
若
者
た
ち

に
道
徳
的
な
内
容
を
含
め
て

指
導
し
ま
し
た
。

十
八
万
両

一
石
（
玄
米
一
五
〇
㌕
）

を
一
両
と
し
、
現
在
の

座
間
の
米
「
ひ
ま
わ
り
」

一
石
六
万
三
千
一
八
〇

円
（
平
成
三
十
年
調

査
）
で
換
算
す
る
と
約

百
十
三
億
七
千
二
四
〇
万
円

に
な
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
終
わ
り
、
巨
大
な
軍
艦
が
江
戸
に
近
い
三
浦
半
島
の
浦
賀
沖
に
や
っ
て
来

ま
し
た
。

軍
艦
は
真
っ
黒
に
塗
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
大
砲
を
備
え
て
い
た
の
で
、
人
々
は
「
黒
船
」

と
呼
ん
で
恐
れ
、
日
本
中
が
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
の
政
治
や
社
会

は
大
き
な
変
化
を
と
げ
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
栗
原
村
（
座
間
市
栗
原
地
区
）
の
大
矢
弥
市
は
、「
誠せ

い

志し
か
ん館

」
と
い
う
郷ご

う

学が
っ

校こ
う

を
開
こ
う
と
し
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

大
矢
家
の
成
り
立
ち

大
矢
家
は
、
栗
原
村
で
、
古
く
か
ら
米
や
麦
な
ど
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
ま
し
た
。
や

が
て
、
広
い
地
域
の
農
産
物
を
扱
う
商
売
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
矢
家
の
当
主
は
、
代
々
「
弥
市
」
と
い
う
名
前
を
名
乗
り
、
五
代
目
の
弥
市
は
「
豪

富
第
一
栗
原
村
大
矢
弥
市
、
お
お
よ
そ
十
八
万
両
の
富
」
と
う
わ
さ
さ
れ
、
有
力
大
名
に

112大矢弥市　　　　　　　

入 谷
い　り　や

北分署
きた ぶん しょ

消防署
しょうぼうしょ

座間警察署
  ざ     ま   けい  さつ  しょ

相模川グラウンド
  さ が み   がわ

小田急相模原駅
  お　  だきゅう   さがみ　はら  えき

北地区文化センター
きた　ち　 く　 ぶん　か

相模が丘コミュニティセンター
  さ が み　　　 おか

相武台コミュニティセンター
そう   ぶ     だい

ひばりが丘コミュニティセンター
　　　　　　　　　　おか

小松原コミュニティセンター
  こ   まつ  ばら

市民文化会館
  し   みん ぶん    か   かい  かん

市民健康センター
  し   みん けん こう

新田宿・四ツ谷
コミュニティセンター

しん  でんじゅく　　　よ    つ     や

座間市役所
  ざ     ま     し    やく しょ

さがみ野駅
     の   えき

市立図書館
  し  りつ     と  しょ  かん

立野台コミュニティセンター
たつ    の   だい

新田宿グラウンド
しん  でんじゅく

富士山公園
  ふ     じ    やま こう  えん

東地区文化センター
ひがし ち    く    ぶん   か

ＪＲ相武台下駅
ジェーアール そう   ぶ    だい した  えき

ＪＲ入谷駅
ジェーアール いり   や   えき

座間駅
  ざ     ま   えき

公民館
こう  みん かん

座間市民球場
  ざ　  ま     し   みんきゅうじょう

相武台前駅
そう   ぶ     だい  まえ えき

市民体育館
  し   みん たい  いく  かん

リサイクルプラザ

かしわ台駅
　　　　　　　  だい えき

座間郵便局
  ざ     ま   ゆう  びんきょく

総合福祉センター
そう ごう  ふく   し

相模川グラウンド
  さ が み   がわ

芹沢公園
せり  ざわ  こう  えん

青少年センター
せいしょうねん

東原コミュニティセンター
ひがしはら

栗原コミュニティ
センター

くり  はら

東分署
ひがしぶんしょ

かにが沢公園
　　　　　　　　　　さわ こう えん

県立座間谷戸山公園
けん りつ     ざ    ま      や     と   やま  こう  えん

【
文
・
絵

　作
者
紹
介
】

　

浅
野
寛
は
座
間
市
教
育
委
員
会
教
育
研
究
所
に
勤
務
し
、
大
矢
弥
市
に
関
す
る

資
料
を
調
べ
、
今
回
の
文
章
を
執
筆
し
た
。
有
山
周
一
は
元
座
間
市
内
小
学
校
の

校
長
で
、
挿
絵
を
担
当
し
た
。

西
暦

和
暦

年
齢

で
き
ご
と

時
代
背
景

一
八
〇
四
年

一
八
三
四
年

一
八
五
〇
年

一
八
五
一
年

一
八
五
三
年

一
八
五
四
年

一
八
六
一
年

一
八
六
二
年

一
八
六
九
年

一
八
七
二
年

一
八
七
三
年

一
八
七
七
年

一
八
七
九
年

一
九
一
三
年

一
九
五
〇
年

一
九
七
三
年

文
化
元
年

天
保
五
年

嘉
永
三
年

嘉
永
四
年

嘉
永
六
年

安
政
元
年

文
久
元
年

文
久
二
年

明
治
二
年

明
治
五
年

明
治
六
年

明
治
十
年

明
治
十
二
年

大
正
二
年

昭
和
二
五
年

昭
和
四
八
年

０
歳

０
歳

46
歳

47
歳

49
歳

19
歳

50
歳

57
歳

28
歳

35
歳

38
歳

39
歳

43
歳

45
歳

79
歳

五
代
目
大
矢
弥
市
生
ま
れ
る
。

七
代
目
大
矢
弥
市
生
ま
れ
る
。

五
代
目
、
浦
賀
に
米
仲
買
の
店
を
出
す
。

五
代
目
の
御
囲
米
な
ど
の
寄
付
が
浦
賀
奉
行
所
に
許

さ
れ
る
。

六
月
、
ペ
リ
ー
来
航
。
五
代
目
、
御
囲
米
を
警
備
の

武
士
に
配
る
。

七
代
目
、
江
戸
の
至
誠
堂
で
勉
学
に
励
む
。

一
月
、
ペ
リ
ー
再
来
航
。
五
代
目
、
御
囲
米
を
警
備

の
武
士
に
配
る
。
が
終
わ
り
、
下
田
、
函
館
の
二
港

が
開
港
。

五
代
目
、
亡
く
な
る
。

栗
原
村
に
郷
学
校

　誠
志
館
が
開
校
。

協
同
学
舎
と
し
て
郷
学
校
再
開
。

学
制
発
布
に
よ
り
協
同
学
舎
、
廃
校
と
な
る
。

協
同
学
舎
、
小
学
校
と
な
る
。

栗
原
学
校
に
校
名
変
更

洋
風
校
舎
が
専
福
寺
境
内
に
完
成
。

七
代
目
、
亡
く
な
る
。

座
間
小
学
校
か
ら
独
立
、
座
間
町
立
第
二
小
学
校
と

し
て
現
在
地
の
新
築
校
舎
に
移
転
。

校
名
が
座
間
市
立
栗
原
学
校
と
な
る
。

一
八
五
三
六
月
、
ペ
リ
ー
、
軍

艦
を
率
い
浦
賀
沖
に
来
航
。

一
八
五
四

　日
米
和
親
条
約
が

結
ば
れ
鎖
国

一
八
五
八
日
米
修
好
条
約
が
結

ば
れ
る

一
八
五
九
日
米
修
好
条
約
に
よ

り
横
浜
港
他
が
開
港
、
他
の
外

国
と
も
貿
易
が
始
ま
る
。

一
八
六
〇

　桜
田
門
外
の
変
。

井
伊
直
弼
、

水
戸
藩
浪
士
に
暗
殺
さ
れ
る
。

一
八
六
八

　江
戸
城
無
血
開
城
、

改
元
し
明
治
と
な
る
。

一
八
七
二

　学
制
発
布
、
近
代

教
育
が
は
じ
ま
る
。

一
九
四
五

　第
二
次
世
界
大
戦

終
わ
る
。

一
九
四
八

　座
間
町
、
相
模
原

町
か
ら
独
立
。

座間市地図

大矢弥市（泰臨：七代目）

大矢弥市家
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浦
賀

現
在
の
神
奈
川
県
横
須
賀
市

異
国
船

外
国
船
の
こ
と
。
浦
賀
に
は

ペ
リ
ー
以
前
の
文
政
元
年

（
１
８
１
８
年
）
か
ら
嘉
永
二

年
（
１
８
４
９
年
）
に
、
イ
ギ

リ
ス
の
測
量
船
マ
リ
ナ
ー
号

な
ど
が
五
回
来
航
し
て
い
ま

す
。

奇
特
な
者

こ
こ
で
は
幕
府
に
特
別
な
寄

付
を
し
た
人
や
、
前
例
の
な

い
善
行
な
ど
の
ほ
め
ら
れ
る

べ
き
事
を
行
っ
た
人
を
さ
し

ま
す
。

お
金
を
貸
す
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
息
子
た
ち

を
江
戸
の
塾
「
至し

せ
い
ど
う

誠
堂
」
に
行
か
せ
る
ほ
ど
教
育
熱
心

で
し
た
。

江
戸
時
代
の
後
期
、
江
戸
湾
（
東
京
湾
）
の
入
り
口

に
あ
る
浦
賀
は
、
日
本
各
地
の
物
資
が
船
で
運
ば
れ
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
浦
賀
で
、
弥
市
は
嘉

永
三
年
（
１
８
５
０
年
）
か
ら
、
米
の
仲
買
商
を
始
め

て
大
き
な
利
益
を
得
ま
し
た
。

浦
賀
に
は
、
交
易
の
管
理
と
警
備
の
た
め
に
奉
行
所
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
幕
末
に

な
る
と
江
戸
湾
に
近
づ
く
異
国
船
が
増
え
た
の
で
、
幕
府
は
警
備
を
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
弥
市
は
、
非
常
時
の
た
め
の
米
「
御お

か
こ
い囲

米ま
い

」
と
、
そ
れ
を
蓄
え
る
蔵
、
警
備
に

あ
た
る
軍
船
な
ど
の
費
用
を
寄
付
し
た
い
と
奉
行
所
に
申
し
出
ま
し
た
。
す
る
と
、
奉
行

所
は
そ
れ
を
許
し
、「
奇
特
な
者
」
と
し
て
、
武
士
の
身
分
を
与
え
「
御
囲
米
」
の
管
理
も

現在の浦賀港

115弥市、黒船を見て学校を作る

黒
船
と
千
石
船

黒
船
の
「
サ
ス
ケ
ハ
ナ
号
」

（
蒸
気
船
）
は
七
八
、
三

㍍
、
当
時
の
千
石
船
（
全
長

約
二
九
㍍
位
）
と
比
べ
る
と

約
二
、
七
倍
の
大
き
さ
で
し

た
。

千
俵

約
六
ト
ン
。
家
庭
用
一
〇
㌕

の
お
米
で
六
百
袋
分
。

ま
か
せ
ま
し
た
。

黒
船
が
来
た

嘉
永
六
年
（
１
８
５
３
年
）
六
月
、

浦
賀
沖
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
が

率
い
る
四
隻せ

き

（
蒸
気
船
二
隻
、
帆
船

二
隻
）
の
真
っ
黒
い
軍
艦
「
黒
船
」

が
現
れ
ま
し
た
。浦
賀
の
海
岸
に
は
、

奉
行
所
を
は
じ
め
各
藩
の
武
士
た
ち

が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
見
物
人
も
集
ま
り

大
騒
ぎ
で
し
た
。
弥
市
も
栗
原
村
か

ら
い
そ
い
で
駆
け
つ
け
、
貯
え
て
お

い
た
千
俵
の
「
御
囲
米
」
を
警
備
に
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浦
賀

現
在
の
神
奈
川
県
横
須
賀
市

異
国
船

外
国
船
の
こ
と
。
浦
賀
に
は

ペ
リ
ー
以
前
の
文
政
元
年

（
１
８
１
８
年
）
か
ら
嘉
永
二

年
（
１
８
４
９
年
）
に
、
イ
ギ

リ
ス
の
測
量
船
マ
リ
ナ
ー
号

な
ど
が
五
回
来
航
し
て
い
ま

す
。

奇
特
な
者

こ
こ
で
は
幕
府
に
特
別
な
寄

付
を
し
た
人
や
、
前
例
の
な

い
善
行
な
ど
の
ほ
め
ら
れ
る

べ
き
事
を
行
っ
た
人
を
さ
し

ま
す
。

お
金
を
貸
す
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
息
子
た
ち

を
江
戸
の
塾
「
至し

せ
い
ど
う

誠
堂
」
に
行
か
せ
る
ほ
ど
教
育
熱
心

で
し
た
。

江
戸
時
代
の
後
期
、
江
戸
湾
（
東
京
湾
）
の
入
り
口

に
あ
る
浦
賀
は
、
日
本
各
地
の
物
資
が
船
で
運
ば
れ
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
浦
賀
で
、
弥
市
は
嘉

永
三
年
（
１
８
５
０
年
）
か
ら
、
米
の
仲
買
商
を
始
め

て
大
き
な
利
益
を
得
ま
し
た
。

浦
賀
に
は
、
交
易
の
管
理
と
警
備
の
た
め
に
奉
行
所
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
幕
末
に

な
る
と
江
戸
湾
に
近
づ
く
異
国
船
が
増
え
た
の
で
、
幕
府
は
警
備
を
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
弥
市
は
、
非
常
時
の
た
め
の
米
「
御お

か
こ
い囲

米ま
い

」
と
、
そ
れ
を
蓄
え
る
蔵
、
警
備
に

あ
た
る
軍
船
な
ど
の
費
用
を
寄
付
し
た
い
と
奉
行
所
に
申
し
出
ま
し
た
。
す
る
と
、
奉
行

所
は
そ
れ
を
許
し
、「
奇
特
な
者
」
と
し
て
、
武
士
の
身
分
を
与
え
「
御
囲
米
」
の
管
理
も

現在の浦賀港
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ら
れ
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熱
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で
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湾
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入
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浦
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、
日
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各
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ば
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し
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が
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で
、
幕
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し
ま
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非
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、
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な
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の
千
石
船
（
全
長

約
二
九
㍍
位
）
と
比
べ
る
と

約
二
、
七
倍
の
大
き
さ
で
し

た
。

千
俵

約
六
ト
ン
。
家
庭
用
一
〇
㌕

の
お
米
で
六
百
袋
分
。

ま
か
せ
ま
し
た
。

黒
船
が
来
た

嘉
永
六
年
（
１
８
５
３
年
）
六
月
、

浦
賀
沖
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
が

率
い
る
四
隻せ

き

（
蒸
気
船
二
隻
、
帆
船

二
隻
）
の
真
っ
黒
い
軍
艦
「
黒
船
」

が
現
れ
ま
し
た
。浦
賀
の
海
岸
に
は
、

奉
行
所
を
は
じ
め
各
藩
の
武
士
た
ち

が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
見
物
人
も
集
ま
り

大
騒
ぎ
で
し
た
。
弥
市
も
栗
原
村
か

ら
い
そ
い
で
駆
け
つ
け
、
貯
え
て
お

い
た
千
俵
の
「
御
囲
米
」
を
警
備
に

114大矢弥市　　　　　　　

浦
賀

現
在
の
神
奈
川
県
横
須
賀
市

異
国
船

外
国
船
の
こ
と
。
浦
賀
に
は

ペ
リ
ー
以
前
の
文
政
元
年

（
１
８
１
８
年
）
か
ら
嘉
永
二

年
（
１
８
４
９
年
）
に
、
イ
ギ

リ
ス
の
測
量
船
マ
リ
ナ
ー
号

な
ど
が
五
回
来
航
し
て
い
ま

す
。

奇
特
な
者

こ
こ
で
は
幕
府
に
特
別
な
寄

付
を
し
た
人
や
、
前
例
の
な

い
善
行
な
ど
の
ほ
め
ら
れ
る

べ
き
事
を
行
っ
た
人
を
さ
し

ま
す
。

お
金
を
貸
す
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
息
子
た
ち

を
江
戸
の
塾
「
至し

せ
い
ど
う

誠
堂
」
に
行
か
せ
る
ほ
ど
教
育
熱
心

で
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、
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、
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年
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ら
、
米
の
仲
買
商
を
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て
大
き
な
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ま
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に
は
、
交
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の
管
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と
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の
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に
奉
行
所
が
置
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て
い
ま
し
た
。
幕
末
に

な
る
と
江
戸
湾
に
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づ
く
異
国
船
が
増
え
た
の
で
、
幕
府
は
警
備
を
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
弥
市
は
、
非
常
時
の
た
め
の
米
「
御お

か
こ
い囲
米ま

い

」
と
、
そ
れ
を
蓄
え
る
蔵
、
警
備
に

あ
た
る
軍
船
な
ど
の
費
用
を
寄
付
し
た
い
と
奉
行
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に
申
し
出
ま
し
た
。
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、
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行

所
は
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を
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、「
奇
特
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」
と
し
て
、
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の
身
分
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与
え
「
御
囲
米
」
の
管
理
も

現在の浦賀港
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矢
倉
沢
往
還

都
内
で
は
「
青
山
街
道
」
、

神
奈
川
県
内
で
は
「
大
山

街
道
」
と
も
言
う
。
国
道

二
四
六
号
線
の
旧
道
。
都
内

港
区
青
山
か
ら
、
市
内
ひ
ば

り
が
丘
を
通
り
、
さ
が
み
野

の
旧
大
塚
の
宿
場
、
大
山
の

ふ
も
と
の
伊
勢
原
を
経
て
足

柄
峠
に
向
か
う
街
道
。

博
奕
打
ち

ち
ゃ
ん
と
働
か
ず
に
賭か

け
事

な
ど
で
他
人
の
お
金
を
巻
き

上
げ
る
人
。

日
尾
荊
山
（
１
７
８
９
～

１
８
５
９
）

埼
玉
県
小
鹿
野
出
身
。
幼
少

よ
り
勉
学
に
励
み
十
五
歳
で

寺
子
屋
の
師
匠
と
な
り
、
江

戸
で
儒
学
・
国
学
を
学
び
、

塾
を
開
い
た
。
多
く
の
門
人

を
育
て
、
数
多
く
の
著
書
を

残
し
た
。
（
小
鹿
野
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
要
約
）

と
こ
ろ
が
、
幕
府
の
方
針
に
反
対
し
、
外
国
人
を
追
い
払
い
、
鎖
国
を
続
け
る
べ
き
だ

と
す
る
「
攘じ

ょ
う
い
は

夷
派
」
の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
攘
夷
派
の
武
士
た

ち
は
横
浜
の
周
辺
で
外
国
人
を
た
び
た
び
襲
っ
た
の
で
す
。

国
内
の
旅
人
た
ち
は
、
横
浜
を
通
る
東
海
道
を
さ
け
て
、
安
全
な
矢や

ぐ
ら
さ
わ

倉
沢
往お

う
か
ん還

を
通
る

よ
う
に
な
り
、
街
道
沿
い
の
宿
場
や
村
々
も
賑
わ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
こ
で
は
、
取
り
締
ま
る
役
人
が
少
な
い
た
め
か
、
博ば

く
ち
う

奕
打
ち
が
入
り
こ
み
、
治
安
や
風

紀
は
大
い
に
乱
れ
、
強
盗
事
件
も
増
え
ま
し
た
。

弥
市
は
、
江
戸
や
浦
賀
の
行
き
帰
り
の
た
び
に
、
宿
場
の
雰
囲
気
が
急
速
に
悪
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
弥
市
は
、
栗
原
村
の
名
主
か
ら
、
村
の
若
者
の
中
に
、

近
く
の
宿
場
な
ど
で
博
奕
を
す
る
も
の
が
い
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
ま

ま
で
は
、
若
者
た
ち
は
ま
じ
め
に
働
か
な
く
な
り
村
が
す
た
れ
て
い
く
。」
と
悩
ん
だ
の
で

す
。実

は
、
弥
市
の
息
子
た
ち
が
学
ん
だ
江
戸
の
塾
「
至し

せ
い
ど
う

誠
堂
」
で
は
、
日ひ

お尾
荊け

い
ざ
ん山

が
、「
実
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日
米
和
親
条
約

難
破
し
た
ア
メ
リ
カ
の
船
の

救
助
や
、
薪
・
水
、
食
料
の

補
給
だ
け
を
認
め
る
と
い
う

も
の
で
、
下
田
、
函
館
の
二

港
が
開
港
し
、
二
百
年
以
上

に
わ
た
る
鎖
国
が
終
わ
り
ま

し
た
。

日
米
修
好
通
商
条
約

安
政
五
年
（
１
８
５
８
年
）

締
結
、
翌
年
に
函
館
、
横

浜
、
長
崎
の
三
港
が
開
港
、

後
に
神
戸
、
新
潟
の
二
港
が

整
備
さ
れ
開
港
。
同
様
の
条

約
が
他
国
と
も
結
ば
れ
ま
し

た
。

あ
た
る
武
士
た
ち
の
食
糧
と
し
ま
し
た
。

弥
市
は
黒
船
や
集
ま
っ
た
人
々
を
見
つ
め
な
が
ら
「
こ
れ
か
ら
、
日
本
は
ど
う
変
わ
っ

て
行
く
の
だ
ろ
う
。」
と
不
安
な
思
い
を
胸
に
い
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
ペ
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
か
ら
の
国
書
を
、
久
里
浜
で
幕
府
に

渡
し
、
開
国
す
る
よ
う
に
迫
り
ま
し
た
。
翌
年
一
月
、
再
び
九
隻
の
軍
艦
を
率
い
て
現
れ

た
ペ
リ
ー
の
要
請
に
応
じ
、
幕
府
は
、
三
月
に
「
日
米
和
親
条
約
」
を
結
び
ま
し
た
。
つ

い
に
、
二
百
年
以
上
に
わ
た
っ
た
鎖
国
が
終
わ
り
、
日
本
が
開
国
し
た
の
で
す
。

さ
ら
に
四
年
後
の
安
政
五
年
（
１
８
５
８
年
）、
幕
府
は
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
、「
日
米

修
好
通
商
条
約
」
を
結
び
ま
し
た
。
翌
年
に
は
函
館
、
横
浜
、
長
崎
の
三
港
を
開
港
し
、

他
の
国
と
も
貿
易
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
江
戸
に
近
い
横
浜
は
輸
出
向
け
生
糸
が
各
地

か
ら
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

開
国
後
の
混
乱
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矢
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内
で
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」
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奈
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県
内
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四
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線
の
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青
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、
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ひ
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、
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の
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の
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の

ふ
も
と
の
伊
勢
原
を
経
て
足

柄
峠
に
向
か
う
街
道
。

博
奕
打
ち

ち
ゃ
ん
と
働
か
ず
に
賭か

け
事

な
ど
で
他
人
の
お
金
を
巻
き

上
げ
る
人
。

日
尾
荊
山
（
１
７
８
９
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多
く
の
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、
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著
書
を

残
し
た
。
（
小
鹿
野
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
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要
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が
、
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の
方
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に
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対
し
、
外
国
人
を
追
い
払
い
、
鎖
国
を
続
け
る
べ
き
だ

と
す
る
「
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ょ
う
い
は

夷
派
」
の
活
動
が
盛
ん
に
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っ
て
い
き
ま
し
た
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そ
し
て
攘
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の
武
士
た
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は
横
浜
の
周
辺
で
外
国
人
を
た
び
た
び
襲
っ
た
の
で
す
。

国
内
の
旅
人
た
ち
は
、
横
浜
を
通
る
東
海
道
を
さ
け
て
、
安
全
な
矢や

ぐ
ら
さ
わ

倉
沢
往お

う
か
ん還
を
通
る

よ
う
に
な
り
、
街
道
沿
い
の
宿
場
や
村
々
も
賑
わ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
こ
で
は
、
取
り
締
ま
る
役
人
が
少
な
い
た
め
か
、
博ば

く
ち
う

奕
打
ち
が
入
り
こ
み
、
治
安
や
風

紀
は
大
い
に
乱
れ
、
強
盗
事
件
も
増
え
ま
し
た
。

弥
市
は
、
江
戸
や
浦
賀
の
行
き
帰
り
の
た
び
に
、
宿
場
の
雰
囲
気
が
急
速
に
悪
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
弥
市
は
、
栗
原
村
の
名
主
か
ら
、
村
の
若
者
の
中
に
、

近
く
の
宿
場
な
ど
で
博
奕
を
す
る
も
の
が
い
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
ま

ま
で
は
、
若
者
た
ち
は
ま
じ
め
に
働
か
な
く
な
り
村
が
す
た
れ
て
い
く
。」
と
悩
ん
だ
の
で

す
。実

は
、
弥
市
の
息
子
た
ち
が
学
ん
だ
江
戸
の
塾
「
至し

せ
い
ど
う

誠
堂
」
で
は
、
日ひ

お尾
荊け

い
ざ
ん山

が
、「
実
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日
米
和
親
条
約

難
破
し
た
ア
メ
リ
カ
の
船
の

救
助
や
、
薪
・
水
、
食
料
の

補
給
だ
け
を
認
め
る
と
い
う

も
の
で
、
下
田
、
函
館
の
二

港
が
開
港
し
、
二
百
年
以
上

に
わ
た
る
鎖
国
が
終
わ
り
ま

し
た
。

日
米
修
好
通
商
条
約

安
政
五
年
（
１
８
５
８
年
）

締
結
、
翌
年
に
函
館
、
横

浜
、
長
崎
の
三
港
が
開
港
、

後
に
神
戸
、
新
潟
の
二
港
が

整
備
さ
れ
開
港
。
同
様
の
条

約
が
他
国
と
も
結
ば
れ
ま
し

た
。

あ
た
る
武
士
た
ち
の
食
糧
と
し
ま
し
た
。

弥
市
は
黒
船
や
集
ま
っ
た
人
々
を
見
つ
め
な
が
ら
「
こ
れ
か
ら
、
日
本
は
ど
う
変
わ
っ

て
行
く
の
だ
ろ
う
。」
と
不
安
な
思
い
を
胸
に
い
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
ペ
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
か
ら
の
国
書
を
、
久
里
浜
で
幕
府
に

渡
し
、
開
国
す
る
よ
う
に
迫
り
ま
し
た
。
翌
年
一
月
、
再
び
九
隻
の
軍
艦
を
率
い
て
現
れ

た
ペ
リ
ー
の
要
請
に
応
じ
、
幕
府
は
、
三
月
に
「
日
米
和
親
条
約
」
を
結
び
ま
し
た
。
つ

い
に
、
二
百
年
以
上
に
わ
た
っ
た
鎖
国
が
終
わ
り
、
日
本
が
開
国
し
た
の
で
す
。

さ
ら
に
四
年
後
の
安
政
五
年
（
１
８
５
８
年
）、
幕
府
は
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
、「
日
米

修
好
通
商
条
約
」
を
結
び
ま
し
た
。
翌
年
に
は
函
館
、
横
浜
、
長
崎
の
三
港
を
開
港
し
、

他
の
国
と
も
貿
易
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
江
戸
に
近
い
横
浜
は
輸
出
向
け
生
糸
が
各
地

か
ら
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

開
国
後
の
混
乱
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、

神
奈
川
県
内
で
は
「
大
山

街
道
」
と
も
言
う
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国
道

二
四
六
号
線
の
旧
道
。
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内

港
区
青
山
か
ら
、
市
内
ひ
ば

り
が
丘
を
通
り
、
さ
が
み
野

の
旧
大
塚
の
宿
場
、
大
山
の

ふ
も
と
の
伊
勢
原
を
経
て
足

柄
峠
に
向
か
う
街
道
。

博
奕
打
ち

ち
ゃ
ん
と
働
か
ず
に
賭か

け
事

な
ど
で
他
人
の
お
金
を
巻
き

上
げ
る
人
。
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尾
荊
山
（
１
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８
９
～

１
８
５
９
）

埼
玉
県
小
鹿
野
出
身
。
幼
少

よ
り
勉
学
に
励
み
十
五
歳
で

寺
子
屋
の
師
匠
と
な
り
、
江

戸
で
儒
学
・
国
学
を
学
び
、

塾
を
開
い
た
。
多
く
の
門
人

を
育
て
、
数
多
く
の
著
書
を

残
し
た
。
（
小
鹿
野
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
要
約
）

と
こ
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が
、
幕
府
の
方
針
に
反
対
し
、
外
国
人
を
追
い
払
い
、
鎖
国
を
続
け
る
べ
き
だ

と
す
る
「
攘じ

ょ
う
い
は

夷
派
」
の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
攘
夷
派
の
武
士
た

ち
は
横
浜
の
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で
外
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を
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び
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っ
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の
で
す
。

国
内
の
旅
人
た
ち
は
、
横
浜
を
通
る
東
海
道
を
さ
け
て
、
安
全
な
矢や

ぐ
ら
さ
わ

倉
沢
往お

う
か
ん還

を
通
る

よ
う
に
な
り
、
街
道
沿
い
の
宿
場
や
村
々
も
賑
わ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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は
、
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締
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る
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が
少
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か
、
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く
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う
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打
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が
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み
、
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は
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、
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の
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の
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に
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の
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聞
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は
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は
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め
に
働
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な
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り
村
が
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て
い
く
。」
と
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の
で

す
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は
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子
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だ
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ど
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後
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は
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、
長
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の
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他
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国
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易
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ま
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た
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特
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横
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出
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わ
ず
か
三
か
月
後
の
こ
と
で
し
た
。

「
誠
志
館
」
の
建
設
費
や
運
営
費
は
、
全
体
の
二
分
の
一
を
七
代
目
弥
市
が
出
し
、
弟
の

大
矢
弥
七
と
栗
原
村
の
人
々
が
四
分
の
一
ず
つ
を
負
担
し
、
村
全
体
で
協
力
し
て
学
校
を

作
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
授
業
で
使
う
筆
や
紙
は
弥
市
と
弥
七
が
費
用
を
負
担
し
、
生
徒

の
授
業
料
も
無
料
で
し
た
。先
生
に
は
日
尾
荊
山
の
す
ぐ
れ
た
弟
子
、日
尾
敬
三
郎
を
招
き
、

寺
子
屋
よ
り
も
上
級
の
読
み
書
き
や
、
商
売
の
規
則
、
日
本
の
歴
史
な
ど
を
教
え
、
特
に

道
徳
心
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
儒
学
を
授
業
に
と
り
入
れ
ま
し
た
。

就
学
期
間
は
五
年
、
一
年
間
の
授
業
は
一
月
か
ら
十
二
月
、
進
級
試
験
が
二
月
と
七
月

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
一
名
か
ら
三
名
、
生
徒
は
三
十
名
く
ら
い
で
し
た
。

ま
た
、月
の
三
日
と
八
日
は
、道
徳
心
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
村
人
へ
の
講
義
が
行
わ
れ
、

時
に
は
江
戸
で
学
ん
だ
経
験
を
生
か
し
て
弥
市
も
教
壇
に
立
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
の
終
り
こ
ろ
に
は
、
強
盗
事
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。
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だ
至
誠
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に
、
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に
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学
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を
作
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、
村
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と
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は
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を
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立
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ま
し
た
。

し
か
し
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で
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。

五
代
目
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に
は
、
三
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が
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ま
し
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。
六
代
目
だ
っ
た
長
男
は
安
政
五
年

（
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８
年
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に
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
次
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が
文
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二
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８
６
２
年
）
に
七
代

目
を
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ぎ
ま
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た
。
こ
の
七
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目
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こ
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が
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画
し
た
青
少
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の
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の「
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と
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う
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を
開
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市
な
の
で
す
。
そ
れ
は
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の
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。
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、
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旗
本
、

幕
臣
、
政
治
家
、
思
想
家
。

剣
・
禅
・
書
の
達
人
。
大
筆
で

扁へ
ん
が
く額
に
「
栗
原
学
校
」
の
文

字
を
書
き
ま
し
た
。
扁
額
は

市
指
定
重
要
文
化
財
。

は
、落
成
記
念
に
大
き
な
文
字
で
「
栗
原
学
校
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、「
栗
原
学
校
」
は
名
称
が
何
回
も
変
わ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
二
十
五
年
（
１
９
５
０
年
）
に
は
「
座
間
町
立
第
二
小
学
校
」

と
し
て
、
現
在
の
場
所
に
校
舎
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭

和
四
十
八
年
（
１
９
７
３
年
）
に
は
「
座
間
市
立
栗
原
小
学
校
」

と
な
り
、
栗
原
の
教
育
の
伝
統
が
現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

※

　こ
の
文
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
座
間
市
教
育
研
究
所
教
育
史
前
編
集
員
大
谷
之
彦
氏
に
ご
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、取
材
を
す
る
中
で
弥
市
の
子
孫
の
皆
さ
ん
か
ら
「
困
難
に
出
会
っ

て
も
、
あ
き
ら
め
な
い
で
前
に
す
す
ん
で
ゆ
く
」
と
い
う
代
々
の
弥
市
の
心
を
表
す
言
葉
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
参
考
・
引
用
文
献
】

座
間
市
「
目
で
見
る
座
間
」

座
間
市
教
育
委
員
会

　座
間
市
史
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世
資
料
編
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学
区
取
締

県
に
任
命
さ
れ
て
各
学
区

の
学
校
運
営
を
ま
と
め
る
公

職
。
弥
市
が
担
当
し
た
学
区

は
当
時
の
行
政
区
、
第
二
十

大
区
に
含
ま
れ
、
そ
の
範
囲

は
高
座
郡
北
部
の
座
間
を

入
れ
た
旧
二
十
七
か
村
で
し

た
。

新
し
い
時
代
の
中
で

明
治
二
年
（
１
８
６
９
年
）、
弥
市
と
弥
七
の
兄
弟
と
村
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
郷
学
校
は

「
協
同
学
舎
」
と
い
う
名
称
で
再
興
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
学
校
の
制
度
が
変
わ
り
、
明
治
六
年
（
１
８
７
３
年
）
に
新
た
に
小
学
校
と

し
て
開
校
し
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
、
弥
市
も
学
区
取
締
と
し
て
、
教
育
の
運
営
に
尽
力
し
ま

し
た
。

明
治
十
年
（
１
８
７
７
年
）
に
は
、校
名
も
「
栗
原
学
校
」

と
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
治
十
二
年
（
１
８
７
９
年
）
に
、
当
時
と
し

て
は
珍
し
い
近
代
的
な
洋
風
の
新
校
舎
が
、
弥
市
と
弥
七
の

兄
弟
か
ら
建
設
費
や
木
材
の
提
供
を
受
け
て
、
専
福
寺
の
境け

い

内だ
い

に
完
成
し
ま
し
た
。
の
ち
に
、
こ
こ
を
訪
れ
た
山
岡
鉄
舟

増改築された校舎と運動会の様子
（大正５年（1916 年）頃）
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